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研究成果の概要（和文）：スペイン内戦を直接見聞することにより、詩人マクニースの意識は揺さぶられ、それまで比
較的中立的であった態度から共和派へコミットするようになる。しかしながら、コミットを表明する仕方は、プロパガ
ンダ的なものではなく、長詩『秋の日記』における音韻のシステム、とくに韻の踏み方およびスタンザの構成方法を徐
々に変えていくことによってであった。その微細な変化のさせ方を解析し、独特のスタンザ構成法を明らかにした。一
方、オーデンの場合には、スペイン内戦に関わった後に、日中戦争のさなかの中国へ赴いたが、そこでは全く古典的な
ソネットを書いている。詩の韻律的構造が内面を保護している可能性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Louis MacNeice had been politically more or less neutral before he went to Barcell
ona during Spanish Civil War where he experienced the bombardment. His conscience was shaken and he change
d his attitude towards the ideology and international politics and determined to show his solidarity with 
Spanish citizens.But he showed it not in a propagandistic way but  in terms of his rhyming scheme in his l
ong poem 'Autumn Journal'. We analysed how he changed systematically the rhyming pattern. 
In case of W.H. Auden after he went to Spain, he went to China during Sino-Japanese War. He wrote a classi
cal style of sonnets. We occlude he used the formal rhyming structure most probably to create a kind of or
der within his mind.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 音韻構造　マクニース　オーデン　イデオロギー表象

文学、英米・英語圏文学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 1930 年代の詩人に関する研究は、冷戦時
代にあっては、個々の詩人と政治的なイデオ
ロギーとの関わりに着目されることが多か
った。そのためルイ・マクニースのように特
定の政党や政治的立場に積極的にコミット
しなかった詩人は、ともすればオーデンの影
に隠れてしまい、オーデンの亜流とみなされ
がちだった。しかし冷戦終結後、イデオロギ
ー面だけでなく、詩人の出身地域や階層、宗
教的背景が見直されるようになってきた結
果、マクニースはとりわけ北アイルランドの
現代詩人たちの先駆けとして認識されるよ
うになってきた。 
 研究メンバーの辻と髙岸は 2007 年に開催
されたマクニース生誕１００年会議に出席
し、イギリス、アイルランドをはじめとする
各国のマクニース研究者と情報交換をし、ま
た、辻は Iasil Japan のシンポジウムでマク
ニースの政治的中立性について発表し、第一
線の研究者からの反応、意見を得た。マクニ
ース生誕１００年会議の前後から、マクニー
スに関しては、Stallworthy (1995)による伝
記や新版の全詩集、あるいは長らく絶版とな
っていた詩集や批評集などの復刊がなされ、
2010年には書簡集も刊行された。 
 オーデンに関しては、プリンストン大学出
版局からテクスト校訂を付した全集が随時
刊行中である。近年のオーデン研究では、
Arthur Kirsch (2005) の Auden and 
Christianity に見られるように、オーデンの
社会主義への傾倒よりも、むしろ、キリスト
教からの離脱と回帰が着目されている。 
 こうした例に見られるように、1930 年代
に活躍した詩人に関する言説にキリスト教
や宗教との関わりという新たな視点を加え
ることが可能になるような一次資料がアク
セス可能になってきている。 
 1930 年代の国際的な政治状況、とりわけ
スペイン内戦は、当時の詩人にとっても衝撃
だったと考えられる。その衝撃は作品におい
てどのような表現形態をとって現れている
のかを、知る方法を追求しようと考えた。 
 
２． 研究の目的 
 W.H.オーデンおよびルイ・マクニースがス
ペイン内戦および当時の国際的な政治状況
を、作品世界に反映させたかを調査する。 
 スペイン内戦が、詩人の世界観・宗教観を
どう変革し、その結果、英詩におけるイデオ
ロギー表象および音韻構造をどのように変
えていったかを明らかにし、世界観・宗教観
と表象および音韻構造の相関関係を明らか
にする。 
 従来は、1930 年代の詩人に関して、社会
主義あるいはファシズムといった政治的イ
デオロギーとの関わりが重視されてきたが、
イデオロギーを政治思想に限定せず、より広
く宗教的なものまで拡張して考えることで、
詩人の教会や宗教との向きあい方、またその

変化を知ることで、スペイン内戦がイギリス
の詩人たちに与えた影響を複合的に測定し
ようと考えた。 
 
３． 研究の方法 
 スペイン内戦が英詩人の内面とイデオロ
ギー表象をどう変えたかを明らかにすると
いう目的のため 
（１）1930年代詩人による詩作品について、
詩のイデオロギー表象を抽出し、音韻構造
（韻律、音韻の有無、フリーヴァースの使用
の有無）を解析する 
（２）スペイン内戦時に流通した言説・プロ
パガンダにおけるイデオロギー表象と、詩人
の宗教観、世界観の変遷を整理し、相互参照
する 
 そのため、定期的に研究会を開催し、個々
の詩人の詩作品の読解を時期ごとに進め、作
品ごとに、イデオロギー表象（宗教、政治思
想、プロパガンダ）と音韻構造（押韻の有無、
規則的韻律の有無、フリーヴァースの使用の
有無）を解析する。 
 
４．研究成果 
 （１）W．H．オーデンの場合には、スペイ
ン内戦の比較的初期にスペインに赴いて、そ
れについての詩を書いたが、内戦や政治的状
況については沈黙を保った。その後、中国へ
旅行し、詩と旅行記を書いたが、そこでは音
韻形式が整ったソネットを書いていること
がわかった。それは外なる混乱に対抗するた
めに内なる秩序を守るために形式の整った
ソネットを書いたのではないかと考える。 
 オーデンは 1937 年の 1 月から 3 月にスペ
インに渡っている。この時点では市民として
何かをしなければならないと考えての行動
であった。オーデン自身は、「詩が直接的に
政治的である必要があるとは思わないし、そ
うであるべきだとすら思わないが、われわれ
の時代のように危機的な時期には、詩人は主
要な政治的事件に関しては直接的な知識を
持つべきだと思う」と述べている。 
 帰国後‘Spain’（後に‘Spain 1937’と改
題）を書き、5 月にパンフレットの形で出版
している。この詩のあるフレーズをきっかけ
にジョージ・オーウェルの攻撃を受け、オー
デンは自分の意図が誤解されたと感じたが、
1940 年にはそのフレーズに修正を加えてい
る。 
 オーデンはイシャーウッドとともに日中
戦争中の中国を 1938 年に旅し、‘In Time of 
War’というソネット連作を書いている。こ
の連作は、2 人共同の旅行記に納められてい
るのであるが、1939 年に出版された初版と
1973 年に著者自身が改訂した第二版（現在も
これが出版されている）では相当に内容が異
なっていることが判った。オーデンに関して
は、詩に関しても、字句を改変したり、場合
によってはスタンザ単位で削除してしまっ
たり、あるいは詩そのものを全詩集から抹消



してしまったりするなど、初出の時点から相
当の時間が経過してからも手を加えたり、削
除してしまったりするので注意が必要であ
り、この点（作品の修正、削除）に関しての
考え方がマクニースとは対照的であること
がわかった。マクニースは、原則として、初
出から数年間は手をいれることもあるが、そ
れ以降は独立した作品と考え、原則として改
稿しなかった。 
（２）ルイ・マクニースは、スペイン内戦の
末期に、バルセローナに赴いた。バルセロー
ナやその近郊で彼は爆撃にもあっているし、
バルセローナ市民の食事も満足に取れぬ様
子も間近で見ている。彼は 24 歌からなる長
編詩『秋の日記』の終盤 3分の１のところで
音韻形式、特に押韻のパターンを微妙に少し
ずつ変えていくことで、スペインの市民への
連帯を表現した。さらにそれを表現する際に
はキリスト教の象徴を有効に用いているこ
とが判った。 
 研究代表者の辻および研究分担者の髙岸
はオックスフォードおよびバルセロナにお
もむき、オックスフォード大学ボードリアン
図書館でマクニースの詩や書簡の貴重な手
稿資料を閲覧・写真撮影して、基礎資料収集
を実施した。またバルセロナではカタルーニ
ャ歴史博物館では、スペイン内戦当時の状況
を示す資料や展示を見学し、マクニースやオ
ーデンが詩に描いた当時のスペインの資料
を収集、記録した。 
 髙岸はロンドンのブリティッシュ・ライブ
ラリーで、マクニースの詩や戯曲の音声資料
を聴取し、音韻や音響効果について考察した。 
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